




要約:染色体異常を除く頻度の高い主な先天奇形症候群の有病率を明らかにした。これら

の値は欧米の値とほぼ同じで日本人の有病率といえる。頻度の高い奇形症候群に限定して、

その自然歴を明らかにするための共同調査用の用紙を作成した。情報の収集にはプライバ

シー保護を重視するよう配慮した。幾つかの疾患については、遺伝様式の推定や原因遺伝

子の同定と遺伝子座の決定が進行している。


